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主論文 

Functional stabilization of Kv1.5 protein by Hsp70 in mammalian cell lines 

(ほ乳類培養細胞株におけるHsp70によるKv1.5蛋白の機能的安定化)              
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は心臓Kv1.5チャネル発現の制御機構を明らかにすることを目的とし、特に熱ショ

ック蛋白による制御機構に注目して、生化学的、電気生理学的手法により､遺伝子導入した

発現培養細胞を使用して検討した。その結果、熱ショック蛋白の中でもHsp70がKv1.5蛋白

を増加させたが､他のHspファミリーにはこの作用がなかった。その機序としてHsp70が小胞

体、及びゴルジ装置でのKv1.5チャネル蛋白に結合し､その分解時間を延長させることで

Kv1.5蛋白を安定化させることが判明した。本論文の内容は、心臓電気生理学の分野で明ら

かに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


